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ち
ょ
っ
と
し
た
支
え
合
い
の

す
す
め

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

　
帯
広
市
で
は
、
困
り
事
を
抱
え
た
高
齢
者
が
地
域
で
の
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
住
民
が
相
互
に
助
け
合
う
仕

組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ち
ょ
っ
と
し
た
支
え
合
い
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

地
域
福
祉
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
１
３
）

問
い
合
わ
せ

図　支え合いのイメージ
　

高
齢
者
の
中
に
は
「
除
雪
や
ゴ
ミ
出

し
を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
」「
手
が
届
か
な

い
と
こ
ろ
の
電
球
を
取
り
替
え
て
ほ
し

い
」
と
い
っ
た
ち
ょ
っ
と
し
た
悩
み
を

抱
え
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る
人
が
い
ま

す
が
、
こ
う
し
た
困
り
事
は
、
行
政
や

民
間
の
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な
か
な
か

解
決
で
き
ま
せ
ん
。

　

高
齢
化
が
進
行
し
、
社
会
の
在
り
様

が
変
化
す
る
中
、
こ
う
し
た
困
り
事
を

地
域
住
民
同
士
の
支
え
合
い
に
よ
り
解

決
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
、
誰
も
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
が
い
を
持
っ
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
、
そ
ん
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。（
図
）

皆
さ
ん
の
活
動
を
支
え
ま
す

　

市
で
は
、
地
域
住
民
同
士
の
支
え
合

い
・
助
け
合
い
を
推
進
す
る
た
め
「
①

第
１
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

と
「
②
地
域
支
え
合
い
推
進
員
」
を
配

置
し
て
い
ま
す（
表
）。
①
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
、
帯
広
市
全
域
の
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
普
及
や
、
基
盤

整
備
を
推
進
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
②
の
推
進
員
は
、
８
つ
の

日
常
生
活
圏
域
で
、
地
域
に
支
え
合
い

を
広
げ
、
高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
や
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
支
え

合
い
を
し
て
い
く
た
め
の
話
し
合
い
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
内
で
支
え
合
う
こ
と
で
解
決
す

る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。「
地
域

で
何
か
活
動
を
し
て
み
た
い
」
と
思
っ

た
ら
、
ま
ず
お
住
ま
い
の
地
域
を
担
当

す
る
推
進
員
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
地
域
で
動
き
出
し
て
い
る
取
り
組

み
を
紹
介
し
た
り
、
一
緒
に
で
き
る
こ

と
を
考
え
る
な
ど
、
支
え
合
い
の
き
っ

か
け
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

地域の
支え合い

暮らしの中で
の困り事

生きがいを
もって

暮らせる街へ

支え合い支え合いってどうすればいいの？ってどうすればいいの？

表　�日常生活圏域ごとの地域支え合い推進員
担当圏域 担当法人 電話

①帯広市全体を担当
（第1層生活支援コーディネーター） 社会福祉法人 真宗協会 080・5596・1671

②
地
域
支
え
合
い
推
進
員

東 社会福祉法人 真宗協会 66・4613
鉄南 社会福祉法人 元気の里とかち 26・7130
川北 社会福祉法人 帯広市社会福祉協議会 21・2414

西 社会福祉法人 博愛会 58・6789
西帯広・開西 社会福祉法人 普仁会 61・1616

広陽・若葉 社会医療法人 北斗 36・7723
南 社会福祉法人 慧誠会 67・8437

川西・大正 社会福祉法人 帯広太陽福祉会 64・5565

　市では、高齢者宅で掃除や洗濯といった日常生活上の援助を行う「て
だすけサービス」の従事者を養成するための研修を開催しています。
12時間の研修を修了し、てだすけサービスを実施する事業所に就職す
ることにより生活援助員として働くことができます。
　「日ごろの家事能力を活かして働きたい」「介護の仕事に興味はある
が、何から始めたらいいか分からない」と考えている人は、生活援助
員として手助けを必要とする人のために、活躍してみませんか。

受講資格
◎�生活援助員として働いてみ
たい人（てだすけサービス事
業所へ就職希望がある人）
◎�てだすけサービス事業所に
勤めている人（予定も含む）

申込方法・申込期間
　�市ホームページや広報おび
ひろでお知らせします

手助けを仕事にする

令和３年度　開催日程
日　程

第１回 ７月24日㈯・25日㈰
第２回 ９月４日㈯・５日㈰
第３回 11月６日㈯・７日㈰
第４回 12月４日㈯・５日㈰
第５回 翌年２月５日㈯・６日㈰
第６回 翌年３月５日㈯・６日㈰

帯広市生活援助員養成研修

※第１回研修の詳細は、14頁をご覧ください。

　地域で活動する支援者を増やすため、高齢者支援の知識やマナー、
移動支援などの実技を学ぶ講座を開催しています。
　令和３年３月現在、ちょっとした支え合いサポーター養成講座の受
講者数は650人となりました。講座は市民向けのほか、団体向けの出
張講座（無料。会場費のみ依頼者で負担）も行っています。受講希望
者は、地域福祉課またはお近くの地域支え合い推進員まで問い合わせ
ください。

支え合いをはじめてみる

ちょっとした支え合いサポーター養成講座

　市全域を担当する第１層生活支援コーディネーターとして、市内の企業に
よる社会貢献活動の把握や活動者との橋渡し、「ちょっとした支え合いサポー
ター」の育成を行っています。各圏域の地域支え合い推進員の活
動内容やちょっとした支え合いサポーター養成講座の開催日程を
紹介する情報発信サイトも開設していますので、ぜひご覧くださ
い。　　　　　　　　　　　　　　HP https://www.ossc1.net

講座を実施する
第１層生活支援コーディネーターの

大江　教
たか

史
し

さん

地域支え合い推進員

　日常生活の中で起こるちょっとした困り
事を抱えている人を、地域の皆さんで助け合
うことです。気に掛けている人を見守る、趣
味や仕事で培ってきたスキルを活かすなど、
支え方は人それぞれです。
　日ごろの生活の中であなたのできること
に取り組んでもらえれば、それが支え合いの
活動につながります。

ちょっとした支え合いって
どんなこと？

どうやって始めたらいいの？

地域支え合い推進員

　個人で活動する人、仲間と活動をする人、
団体を作る人など、活動の形はさまざまで
す。活動の仕方に迷ったら、推進員に相談し
てみてください。
　きっかけとして、ちょっとした支え合いサ
ポーター養成講座や生活援助員養成研修を
受講してみることもおすすめです。

　私は「ちょっとした支え合いサポーター養
成講座」で得た知識を活かして、近所を散歩
しながら、畑に出ている人に声を掛けたり、
お話をするなどの活動に取り組んでいます。
地域の役に立ててうれしいですし、自分自身
の生きがいにもつながっています。 活動者


